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梅雨入りを間近に控え、今年は去年のような水不足に悩まされないようなl年であり
ますようにと願わずにはいられません。

前回井戸端だより以降の活動をご報告します。

3月20日.. •. 3月例会
高校入試の発表等忙しい時期で、出席者が少なかったのが残念でしたが、丸井さんの
送別会を行いました。一一一一一丸井さんは無事4月1日高知へ行かれました。

4月17日・・・・ 4月例会
3月町議会一般質問で、自民党の議員の泉に付いての質問に対して、町長が、自然を
残す方向で考えている旨の答弁をしたそうです。私たちの活動が多少なりとも町長の答
弁に影響を与えたかどうかはさだかではありませんが、状況は大きく前進したのではと主
いかと考えられます。
例会に特別参加の白形氏が、泉の理想とする未来図を描いてきてくれました。
ぼんやりとしていたものが、この様にはっきりした形で表されると、現実味を帯び、訴
える力が増すように忠われます。このイラストを一度産業課に見せに行こうと言うこと
になりました。

4月23日・・・・ 三ヶ村(南野田、北野田、牛湖)の水利組合の総会に、会員のT
さんの仲介で参加することができました。 Tさんを含め4人の会員が、三ヶ村の水利組
合の人たちと直接話しをすることができたのはこれが初めてです。いままで話がしたく
ても、三ヶ村全部の人が集まることなどなかったのですから、今回このような機会にめ
ぐりあえたのは、本当にラッキーでした。
「あんたたちのおかげで迷惑しとるんよ。」とおっしゃった方もいましたが、全体的
にはなごやかな中‘で、お互いの思いを話すことができました。
(水平IJ組合の人たちの言い分)
自然の大切さはよく分かるが、今のままでは水漏れがひどくて60克の水し
か利用できない。
掃除が大変なので、次世代の人に楽な形で泉を残して行きたい。
草木が生えて、その根で石組が崩れてきて、手を入れとn'~Rには行かない。
きちっと整備すれば、ゴミを捨てる人も減るだろうO

(私たちの主張)
私たちは、決して対立関係に立つものではなく、数少なくなった貴重な自然
としての泉をみんなの共有財産ととらえ、共に、望ましい泉の姿を考えて行き
たい。
水漏れのためにコンクリート張りが必要と言われるが、コンクリートで、張っ
てしまえば、地下にしみる水がなくなり、長い目で見れば結局地下水の減少を
招くことになる。
三ヶ村のよい水質は、自然の浄化作用が働く今の状態でこそ保てる。
コンクリート張りをすれば清掃が楽になると言われるが、自然の常化作用が
なくなるのだから結局は藻がついて掃除も大変になりかねない。丈が淵がその



よい{列である。
文化賦としての錨舘も高いので、子供の教育のためにも現状告とどめておき
たい。
もし慌に手を入れるにしても、自黙の生態形をとEるべく壊さないようにして
散しいのー境観壊したら、もう元には戻ら怠い。
ゴミについては、杭を癌囲に打っとかすれば多5訟は防げるだろう。

泉の絵はがきと白形さんの請いた泉のイラストを差し上げてきました。何と言っても
お互い腹をわって話せたことが最大の収穫でした。泉の絵拡がきの売上収益を泉の保全
のために利用して欲しい旨申し出ましたが、受け取ってもらえませんでした。この利用
法については、今後例会で検討することにしました。 (T. H) 

三ヶ村議の水利組合の方々にお自にかかって一一一一一一一一一一一一一一一一i

水利組合の方々の泉を管理していくとでの苦手持言を聞かせてもらい、農家の大
変さがよく分かりました。
自然を守ることも大事だし、三面コンクリートが絶対的によい方法ではないと
考えておられる方もいて、うれしくなりました。
対話をする場を持つことの大切さを痛感しました。

A.M 

前々から願っていた水利組合の人たちとの第1回の話し合いとあってかなり緊張
していました。
話しの中で、みなさんが話されることは、管理がとにかく大変とのこと。
;K手iJの人だちも、自然は残したい。しかし、どちらかと言うと、管理のしやすい
コンクリートにして 100完下まで水を効率よく送りたい、と強調しておら才Lま
した。
それで、私たちの関から「それでは管理の方ーを重器開の共有射産として町に管理
してはもらえないだろうか?Jと提案してみました。すると、すかさず、 「行政に
任せることはできない。ずっとずっと苦からやってきたことだから。水利のことは
可も子出しはできないのですよ Jと話されました。
今回l正、初めての顔合せだったけれど、お互いの意見を出しあえたことでこれか
らの展望につなげたいと思いました。 (H. M) 

日主主三日
どi月29日・・・-水辺のつどい
かねてより計画していたゴミ拾いコンサ一九円水辺のつどい聞と銘うって関躍しま
した。当日は雨が降ったのですが、決行しました。会員、松山方面からの参加入、宇和
JIl先生、それに持と高知から丸井さんもかけつけてくれて、合計19名の参加があっま
した。(新開切抜き参照)ゴミひろいの後、宇和J!!先生のコンサートを橋のFで行いま
した。先生の自作の曲、それに今はなき情景を数い込んだ童謡‘・時の諮れるのを
忘れるひとときでした。ボランティアで快くこの企画にのって下さった宇和川先生に感
謝惑説。 i今度は、先生のえぐい歌を存分にききたいo Jとはある会員の言葉でした。
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話連0:>ペコとプし、 Lこ季主力口し寸ご

4月29日小雨の中、口ばかりで叩働かない円私と、あまり社交的とは言えないけれ
どわが家の中では拍{動く"主人と嬢の3人で地図をたよりに竜択泉に出かけました。
時多分中止"とあくまで爾きたくない私で、したが、何と着いてみるともうすでに数人
の方がせっせとゴミを拾っておられます。おまけに悼ゲスト押であるはずの宇和問先生
まで急斜面を障りて大奮闘です。これは行動を開始しない訳には行きません。それでも
未練たらしく目スーパーの買物袋1杯分位悼というキャ、ソチフレーズが頭のかたすみを
チラチラとよぎります。でもそれがいかに甘い考えであるかをすぐに悟りました。
私は、道路でゴミを袋詰めしただけですが、斜面を障りて行った人達が挟から次へと
持ち上がって来るゴミで黒い大きなビ、ニール袋があっという閣にいっぱいになり、はち
きれんばかりの黒い袋が道路に列を作ってしまう有様でした。弁当がらや空缶は予想し
ていたものでしたが、梱包された粗大ゴミや束ねた蛍光灯、マットレス、袋詰めされた
家庭ゴミを見るに至つてはわざわざ捨てに来たとしか宏、えません。遊びに来て欽んだっ
食べたりした後のゴミのポイ捨てももちろん闘りものですが、わざわざ捨てに来るとい
うのはこれはどう考えたらよいのでしょう O 多分車で運んだのだと思うのですが、それ
ならどうして所定の日時に所定の場所に捨てないので・しようO その方が自宅からは近い
でしように・・・・・@・。きっとこれは何かの理由で決められた日時まで待てなかっ
た人が捨てに来たのではないかと思います。そんな時はどうす抗ばよいのでしょうO 役
場に連絡すれば何らかの方法を教えてくれるのでしょうけれど、私もはっきりしたこと
は知りません。 1人1人の意識が大切であることは言うまでもありませんが、もっとゴ
ミの捨て方や、どうしてもその日に捨てられない場合はどうすれlまよいかをPRし、又
なおかつ誰でもがより簡単に実行できるようにするべきだと痛感しました。その費用は
馬鹿にならえ主い額になるかもしれませんが、 -8失われた自然を取り戻そうとする時、
比べ物にならないほどの日額を投じても完全には戻ってこないのですから。
私はそんなことを考えながら、相変わらず口だけは活発に文句を言いながらの作業で
したので、我家はやはり3人で1人前でしたG
そしιてだんだんひどくなる雨の中、ランチタイムは高知からかけつけて下さった丸井
さん共々、橋の下、宇和JiI先生の味のある弾き語りを聴きながらプオークソング全盛だ
った学生時代のことをなつかしく想い出しました。
スタミナ切れの私は、中途脱轄となり、三ヶ村泉へは行けませんで、したがゴールデン
ウィークの有意義な幕開けとなりました。

(K . 0) 

、…~叫ん山一…一一一一一一一一…一一一町、"'^'~r~A/V一一一~~…ー…ーマ

本iEのつどいに参加して i 

そぼ降る雨の中、竜沢泉周辺のゴミ拾いをしながら、 「これが同じ人聞のする〉
1 ことなのか?.Jとショッケを覚えました。 ‘ 

公園で遊んだ後のゴミ、家の濃の木の暫定くず、雑誌の束、ガスコンロ等々、 ら

)ありとあらゆるゴミが草ーむらに隠れるように捨てられていますc
「出たゴミは持ち帰る。」皆がそういう気持ちになればいいのにネ
i 昼食後、宇和Jlf先生を囲んでも音楽を楽しみ、リフレッシュ出来、有意義な一日 f
iで した。(A. M) 
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5月17日・・ 5月額rJ会
水利組合の人たちと会った時、 5月3日三ヶ村泉の大諦除をすると聞いたが、会員が
その直後行ってみたものの、掃掠をした跡はうかがえなかったとのこと。わずかに水路
の辺りのその形跡がみられ左との事。

先日、会員が他の用件で町長と面会した時、 5月11日に町長自ら案内して学者グル
ープと三ヶ村泉を謂察に行くとの事を開いた。町長は、楳護に対して前向きに対処した
い気持ちであることを実際に感じた。

産業課に白形さんのイラスト者持って行くことに詰っていたが、 4月末産業課に連絡
して、話を聞いてもらいたい旨申し込んだところ、泉に関しては何も決っていないし、
今忙しいのでと言うことでアポイントメントをとることがで、きなかった。役場に寄った
らのぞいてみてくれとの事だ、った。まだ決まっていない今だからこそ、イラストと共に
要望を文章化して出しておくことになった。

絵はがきはH鶴見に売れていて、あと残り 160部ほどとなった。今後どうするか。さ
らに増刷するのか、あるいはやめるのか。今後の懸案事項。 以上

O~ 3 1 Cj=ヨ〉9 日
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前略午後からは黄砂が激しくなっていつもはよく見える瀬戸内の景色が曇っています

f都市に泉をjを読ませていただきました。

金子博氏の正確な報告、若林高子氏の情緒的な観察記録など内容も文体も無理がな y

しかも平易で実iこよく出来た活動記録でございました。

小金井市は新興都市ですが革新市長会のリーダーでもあった住民運動の先進地です。

都会ですから何につけても専門家の知識が得やすいし、同じレベルの新住民の聞では問題

認識の共通基盤も大きいでしょう。

重信町は中心部の都市化と周辺部の過疎化が混在して住民運動が育ちにくい形態になって

います。(つまり貴女方の運動の方が難しい)

この本で紹介されている多くの事例も、もし周辺の農業が健在であったら地域の意思を集

約出来たかどうかわかりません。

自然の力を信じて作物を作り、その収入で生活している人は出来た作物を消費しているだ

けの人とは異なる哲学の下で生きているように思います。

今は兼業農家ばかりになっていますから、半分は私達と共通の意識カ清ってきているので

しょう均九兼業農家なるが故に農業を省力化したい欲求は昔より強いとも言えます。

三カ村泉の保存も、農業の省力化と共存できる条件が求められているのかも知れません。

たとえば名目は fほたるの小川jでも「野鳥の森jでも f昆虫の散歩道jでもいいのです

が、行政の保護対策を実現すれば、水路掃除程度は業者に委託することも出来ます。

(もちろん土地改良区が業者から下請けすることも出来ます〉

『重信町誌jであれだけのページを割いている文化遺産ですからその気になれば名目は何

とでも付けることが可能なのです。

町内の他の文化遺産を点検してみて全体的な保存運動に出来れば住民の関心は高まるし、

一改良区の犠牲によって・・・という被害感の克服になるかも知れません白

f村jの意識の底には、よその「村jのことには口を出さないというルールがあります。

それはある時は集落の団結力であり、自治意識でもあるのです。

この意識を克服するためにはどの地区にも共通する問題として提起することが有効ではな

いでしょうか。

村の意識の構造を端的に表現した言葉に f村八分j という言葉があります。

残りの f村二分jは f火事j と「葬式jです。

団結や自治を乱した人も含めて村の意識は何世代も守り続けられてきたのですから手強い

相手であるには相違ないのです。

余談ばかりになりましたが、この本に出てくる「涜域下水道jの合流式と分流式の話は私

たちの間でも少し問題になったことがあります。

f農村集落~~*J の名で上林地区に計画されているのはどちらでしょうか。

電話が鳴って仕事ができましたo

今日はこれまで、みなさんによろしく。
皐々?
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もぷ怒号悼文長事量夜替、齢、 吋

開 問 (:L)q_:?o時十電
長リ守柿 i急対ごとず

香料 2仕事鼻持基~~

*三ヶ村議ホタルのタベに有:吾妻~JJj]予定 (連絡:自形さんまで 25--3413) 
*6月例会 @砂・ 9 時 6g19日(月 1: 30"-' 

所: 町民会館3階 会議室
-絵はがきをどうするか
a 産業課に要望書を提出したその後
.愛媛の教育の現状
・その他会員各自が持ち込んだテーマ色々

こぞってご参加下さい!

7月の例会は、おやすみします。またいつか関歌古のLLlにでも入ってみませんか。

主昌義語

; くらしの学習会で母、一緒に活動する仲
簡を募集しています。会費は、年2千円 ; 
:購読のみ母望の人は、千円です。いつでも:
入会できます。 I

問い合わせ先:くらしの学習会 ! 
事務局 64-6956 林)
絵誌がき担当

6/1 -0 284 (松久)
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編集後記

オウム事件では、日本の教育問
題をつくづく感じFさせられました
何故、高学歴の人たちがこの様
な馬麗なことを。常に批判精神を t

;持ちつつ物事を吟味しながら歩ん;
iで行きたいと患います。これって i
くらしの学習会の精神ですよね。

(Taii) 


